
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 教科書が変わります！ 
校長 村中 寿幸 

初雪にふれ、広葉樹は葉を落とし、草は枯れてしまい校長室から見える裏山の見通しが

とてもよく冬景色となりました。 

さて、令和５年も残すところあと１ヶ月となりました。学校では、令和６年度に向けて

様々な準備を進めています。小学校では通常、4 年毎に教科書の改訂の機会があり、内容

の更新が行われます。令和 6 年度、小学校では改訂された教科書を使用する年度となり、

その使用にあわせて、1 年生から 6 年生まで全ての教科の 1 年間の授業計画を立てること

となります。 

そこで、各教科書を発行する出版社のサイトを見てみますと、これからの未来を創る児

童に必要な資質・能力をどのように児童に身に付けさせるか、各社の工夫が見られます。

その中でも、各社共通して力を入れているのが 1 人 1 台端末を授業の中で効果的に活用さ

せる工夫です。現在使用している教科書と比べて、令和 6 年度から使用する教科書は各教

科、無料で活用できるデジタルコンテンツ（動画、グラフなど最新資料、器具の扱い方、

クイズ、練習問題 etc）が豊富になっており、児童が自らの興味・関心に応じて学びを深

めることができるように工夫されています。近い将来、全ての教科書がデジタル化され紙

の教科書がなくなり、児童生徒は教科書を持たずに登下校する日がやってくることでしょ

う。（現状、デジタル教科書は有償のため、無償の紙の教科書を使用） 

令和元年度から文部科学省のプロジェクトとして、ＧＩＧＡスクール構想が始まりまし

た。「ＩＣＴの活用により個別最適化された学びを全ての子どもたちに提供する」ことが

目的です。児童生徒はデジタルコンテンツ満載の教科書と 1 人 1 台端末な

どのＩＣＴツールを使いこなすことが当たり前となり、自らの学習進度や理

解度、学習到達度に応じて学びを調整しながら粘り強く勉強に取り組み、未

来を生き抜くための力を身に付けていきます。 

 

※ 先生によって、ＩＣＴツールを使用した授業に差があってはいけませ

ん。ＩＣＴを活用した授業改善についての教員研修はとても大切です。本校でもＩＣＴを

効果的に活用した授業について校内で研究を進めています。 
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絆づくりメッセージ 全道優秀賞について 
 第７号の学校だよりでお伝えしました本校生徒の絆づくりメッセージの作品が、全道優秀賞

に選出されました。。 

＜絆づくりメッセージコンクール 中学校の部 全道優秀賞作品＞ 

顔の見えない会話こそ   ３秒待って   読み返し 

作品は、今後 四つ葉牛乳のパッケージに他の優秀作品と一緒に掲載されます。 



忍路小中公開研究会 
 １１月２０日（月）、本校の公開研究会を実施し

ました。中学１年生を対象に「性とどう向き合うか」

という単元の中で、異性やまわりの人を大切にする

ことはどんなことか、話し合いを通じて交流し、色

々な視点で考える内容でした。 

 授業後の研究協議の中でも、話し合い活動の大切

さやＩＣＴを効果的に使用した授業、振り返りで子

どもが何を学んだか確認することが大切、という指

導方法が確認されました。今後も、ＩＣＴ活用など

教職員一人一人の実践的指導力向上に努めていきま

す。 

 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

中学校 調理実習 

食べ物の大切さや栄養について体験的に学習す

る調理実習を中学校１，２年生で実施しました。実習

では２グループに分かれてハンバーグを調理し、タマ

ネギを炒める、挽肉を混ぜる等の作業を協力して分

担し、授業時間の中で片付けまで行っていました。今

年度は総合的な学習の時間の中で農業について学

習し、学んだお米を調理していました。小学校中学校

の多くの教職員が調理や片付けに協力し、小中併置

校の強みを発揮した調理実習となりました。 

 

小学校 縄跳び集会 
１１月２１日（火）の中休みに、今年最後の縄跳

び集会を行いました。縄跳び集会は、児童の体力向

上を目的としており、定期的に縄跳びの跳躍回数を

記録し合うことで、励まし合って、向上心を育てる

ことを目指しています。 

 体育の授業などでも練 

習を重ねることで、１分 

３０秒の間に、低学年の 

子でも１００回以上の子 

や、高学年になると２５ 

０回以上の記録を出した 

子もいます。また、お互 

いに跳ぶ様子を見ること 

で、技術の向上や応援し 

合う様子も見られました。 

小樽音読カップ 金賞 
１１月１８日（土）に小樽音読カップが開催さ

れ、小学校中学年の部で出場した本校小学３年生

児童が、金賞を受賞しました。 

 当日は、「きつ 

つきの商売」を音 

読し、エントリー 

児童２１名の中で 

優秀な成績を収め 

ることができまし 

た。日々の音読の 

成果を発揮するこ 

とができました。 

 

地域学習発表会について 
 １２月８日（金）３，４校時に地域学習発表会

を実施します。令和５年度は地域学習として小学

生、中学生は田植えや稲刈りについて学び、また

小学生は学校農園の野菜を育て、収穫や調理に取

り組みました。子どもの学んだ成果を発表します

ので、ぜひ発表会へお越しください。 

忍路中央小学校クロームブック
活用推進プランについて 

 忍路中央小学校では授業、デジタルドリルの

使用等１人１台端末を活用しており、学年ごと

の利用目安を設定しました。今後は授業等の中

で発達段階に応じた活用を進め、また中学校で

の活用推進プランも作成の予定です。活用推進

プランの詳細については忍路小中学校ＨＰに

てご確認ください。 

小樽市ＰＴＡ全市研究大会 動画配信 

 １０月２４日（火）に開催した教育講演会につ

いて、動画配信されましたのでお知らせします。

当日参加されなかった方もＱ 

Ｒコードからご覧ください。 

 

期間：１１月１７日～ 

Ｒ６ １月３１日まで 


